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降っても晴れてもHappy！
お天気データで未来を描くアイデアコンテスト

〜お天気データで私たちの暮らしをさらに便利で豊かに〜

本イベント
の目的

・WXBCの活動を広くアピール
・参加者に、気象データにどのようなものがあるのかを知ってもらい、気象データの活用可能性に気づ
いてもらう
・気象予報士の活躍の場の拡大可能性を探る

アウトプット 気象データの活用アイデア
（アイデア要素案：アイデアタイトル、アイデア概要、アイデアの対象者、アイデア実施における効果）

参加者 ・ＷＸＢＣ会員１６名 ・大学生２４名 ・気象予報士（気象事業者)８名

日時 2018年1月19⽇（⾦） 10：00〜17：30

場所 富士通デジタル・トランスフォーメーション・センター （浜松町 貿易センタービル３０階）

ファシリテータ ２名 （富士通エフ・オー・エム）

※ 8グループに分かれ、グループワーク形式で実施

審査・表彰等
・開催当日のうちにアイデアの検討、発表から審査、結果発表を⾏う。
・最優秀アイデアは、来年２⽉13日予定の気象ビジネスフォーラムで表彰。
・出されたアイデアを材料に、今後、WXBCで実証事業等につなげていくことも検討。

気象ビジネス推進コンソーシアム（ＷＸＢＣ）の取組として、
気象・お天気をテーマに、人々の暮らし・生活を豊かにする未来のサービスやビジネスソリューションにつながる
アイデアを発掘するための、ワークショップ形式のアイデア創出イベント



素敵な空間で



議論が⽩熱



議論が⽩熱



Ａグループ
お天気ツアコン

〜アナタのベストサポーター〜
Ｂグループ

日本の天気を楽しむ
Ｃグループ

お天気そんたく
〜みんなの暮らしをもっと快適に！〜

Ｄグループ
フォトクエスト

〜あの景⾊を撮りに⾏こう〜

Ｅグループ
お天気データdeスマートライフ

Ｆグループ
クラウドリウム

〜観天望気の⼒を⾝に付ける〜

Ｇグループ
クラウド・ボール

〜⼿の中で感じる地球の天気〜

Ｈグループ
Just Location!!

お天気映え情報サービス

こんなアイデアが出てきました



優勝アイデアはこちら

アイディア名称
クラウド・ボール
～手の中で感じる地球の天気～

アイデア内容
・利用シーン

・過去から現在の大気現象を再現

利用者 ・全世界の人々

価値・効果

・言葉を使わず直感的
・気象に興味を持ってもらえる。
・全世代の人が楽しめる
・大切な思い出をメモリーで
残すことができる！！

使用するデータ
・衛星画像、レーダー、アメダス等
・GPS（位置情報）

アイデアの
ポイント

・五感・本能に訴え、楽しめる天気！！


